








静岡県における昭和58 年度クレチン症マス・スクリーニングの結果,および現在我々が管

理しているマス・スクリーニングで見出されたクレチン症,一過性甲状腺機能低下症,一過

性高 TSH 血症の患児について,その身体発育,精神運動発達,およびその甲状腺機能につき

報告する。 

昭和 58 年度のマス・スクリーニング検査は,35,344例で,そのうち 10 例について精検を行

った。(表 1)精検率は 0.028%であった。内,クレチン症として治療をおこなっているもの 6

例,一過性高 TSH 血症 3例,正常 1例であった。クレチン症の発生頻度は6000 例に 1例であ

った。このうち症例6は一過性甲状腺機能低下症の疑もあるため現在精査中である。次に

現在我々が経過観察している患児について報告する。 


